
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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仲 野  敦 史

須佐之男命
奇 稲 田 姫
足 名 椎
手 名 椎

・・・
・・・
・・・
・・・

上 田  宏
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奥 迫  光 洋
下 田  宏 大
西 村  健 人
吉 野  剛 二

　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　命は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた命は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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上 田  晃 平

　大和の国を一望する葛城山（かつらぎざん）に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛の精魂が、都の守・源頼光
（みなもとのらいこう）へ忍び寄ります。
　時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の守から薬を持ち帰るところを、土蜘蛛の精魂は
襲います。そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませます。
　しかし、頼光に正体を見破られ、伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天
王は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『葛城山』（かつらぎざん）

戸谷神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　明治初期、地元戸谷亀山八幡神社に神楽を奉納するため、戸谷神楽団が創設されたとされています。先人の方々が古くよ
り伝承されてこられた舞と奏楽は地域の人々の心に沁み、伝えられてきました。今度は私たちの番と、奉納・伝統継承に日々
精進しているところです。
　頃年、数名の若手団員を迎え、現在18名の地元団員で「地域に根ざした神楽団」を合言葉に活動しております。
　まだまだ未熟な舞ではございますが皆様に一生懸命さが伝われば幸いです。暖かなご声援を宜しくお願いします。

とだにかぐらだん


